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１ 

 

 
 
 

「
送
還
忌
避
・
長
期
収
容
問
題
の
解
決
に
向
け
た
提
言
」
の
う
ち
送
還
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
の
在
り
方
に

関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
元
年
十
月
、
法
務
大
臣
の
私
的
懇
談
会
で
あ
る
第
七
次
出
入
国
管
理
政
策
懇
談
会
の
下
に
、
「
収
容
・
送
還
に
関
す
る

専
門
部
会
」
が
設
置
さ
れ
、
令
和
二
年
六
月
、
当
該
専
門
部
会
か
ら
「
送
還
忌
避
・
長
期
収
容
問
題
の
解
決
に
向
け
た
提
言
」

が
出
さ
れ
た
。
今
後
、
こ
の
提
言
を
反
映
し
た
新
た
な
法
整
備
が
な
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
右
提
言
の
う
ち
、
送
還

を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
の
在
り
方
に
関
し
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

提
言
の
効
果
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

 

１ 

「
送
還
忌
避
・
長
期
収
容
」
が
問
題
化
す
る
背
景
に
は
、
強
制
退
去
令
書
の
発
付
を
受
け
た
者
の
中
に
、
本
邦
で
生
ま

れ
育
っ
た
者
、
本
邦
に
家
族
を
有
す
る
者
及
び
本
国
に
お
い
て
迫
害
の
危
険
が
あ
る
者
な
ど
、
母
国
に
帰
国
す
る
こ
と
が

困
難
な
者
が
相
当
数
存
在
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
者
ら
は
、
退
去
を
強
制
さ
れ
て
も
行
き
先
が
な
い
た
め
、
非

正
規
滞
在
と
い
う
形
に
な
っ
て
も
、
収
容
さ
れ
た
状
態
も
し
く
は
仮
放
免
さ
れ
た
状
態
で
本
邦
に
在
留
し
続
け
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
問
題
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。 

 

２ 

右
提
言
で
は
、
前
項
の
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

二 

「
送
還
忌
避
者
の
増
加
」
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

 

１ 
「
収
容
・
送
還
に
関
す
る
専
門
部
会
」
の
設
置
の
趣
旨
に
は
、
「
送
還
忌
避
者
の
増
加
」
を
防
止
す
る
方
策
を
検
討
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
「
『
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
各
年
に
お
け
る
「
送
還
忌
避
被
収
容

者
」
の
数
』
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
集
計
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
の
答
弁
（
内
閣

参
質
二
〇
〇
第
八
四
号
）
が
存
在
す
る
。
送
還
忌
避
者
の
増
加
を
示
す
統
計
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。 

 

２ 

送
還
忌
避
者
が
本
邦
を
退
去
で
き
な
い
理
由
や
原
因
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
調
査
・
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
よ
い
か
。 

三 

「
在
留
特
別
許
可
数
の
変
化
」
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

 

１ 

い
わ
ゆ
る
入
管
白
書
の
数
値
を
基
に
、
在
留
特
別
許
可
率
（
分
母
を
異
議
の
申
出
に
理
由
が
な
い
旨
の
裁
決
数
、
分
子

を
在
留
特
別
許
可
数
と
す
る
。
）
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
三
年
八
十
二
％
、
平
成
二
十
四
年
七
十
七
％
、
平
成

二
十
五
年
六
十
四
％
、
平
成
二
十
六
年
六
十
五
％
、
平
成
二
十
七
年
六
十
五
％
、
平
成
二
十
八
年
六
十
％
、
平
成
二
十
九

年
五
十
二
％
、
平
成
三
十
年
五
十
九
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
お
り
で
よ
い
か
。 

 

２ 

前
項
に
よ
れ
ば
、
在
留
特
別
許
可
率
が
平
成
二
十
四
年
頃
か
ら
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
送
還
忌
避
者
の
作
出
の



 

３ 

 

原
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 
在
留
特
別
許
可
を
出
す
か
否
か
は
「
諸
般
の
事
情
」
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
過
去

二
十
年
間
で
、
そ
の
判
断
方
法
が
変
わ
っ
た
回
数
、
時
期
及
び
そ
の
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

「
難
民
認
定
率
」
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

 

１ 

我
が
国
に
お
け
る
難
民
認
定
数
及
び
難
民
認
定
率
は
、
難
民
条
約
（
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
及
び
難
民
の
地
位
に

関
す
る
議
定
書
）
締
結
国
の
中
で
も
著
し
く
低
い
と
い
う
認
識
は
有
し
て
い
る
か
。 

 

２ 

難
民
認
定
率
が
数
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
国
と
我
が
国
と
で
は
、
そ
の
難
民
認
定
率
の
差
異
は
何
に
由
来
す
る
と
の

分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。 

 

３ 

分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
我
が
国
で
は
難
民
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
者
で
も
、
他
国
で
は
難
民
認
定
が
受

け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
者
が
相
当
数
存
在
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
か
。 

五 

「
複
数
回
難
民
申
請
者
」
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

 

１ 

難
民
認
定
さ
れ
る
者
（
抗
告
訴
訟
の
結
果
認
定
さ
れ
る
者
を
含
む
。
）
に
は
、
複
数
回
申
請
者
が
一
定
割
合
存
在
す
る

が
、
こ
れ
ら
の
者
が
初
回
申
請
の
際
に
難
民
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
は
分
析
し
て
い
る
か
。 



 

４ 

 

 
２ 

初
回
申
請
で
は
真
の
難
民
を
適
切
に
保
護
し
き
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


